
「
診
脈
口
伝
集
』
は
脈
に
関
す
る
道
三
の
医
書
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、
内
閣
文
庫
所
蔵
の
同
書
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
同
名
の
書
と
は

内
容
が
異
な
る
。
本
書
は
「
七
表
八
裏
九
道
の
脈
」
、
「
四
脈
」
、
「
小
児
の
虎
口
」
な
ど
、
一
般
の
『
診
脈
口
伝
集
」
と
の
共
通
部
分
も
少
な

（
１
）

今
日
の
通
説
で
は
、
曲
直
瀬
道
三
の
師
匠
の
田
代
三
喜
は
通
り
名
を
導
道
と
言
い
、
三
喜
と
導
道
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
。

こ
の
通
説
は
田
代
三
喜
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
資
料
を
駆
使
し
て
検
討
し
た
と
い
わ
れ
る
服
部
甫
庵
の
『
三
喜
備
考
」
（
一
八
八
九
年
）
の
結
論
に

準
拠
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
三
喜
や
道
三
に
関
す
る
新
た
な
資
料
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
中
に
は
『
三
喜
備
考
」
の
説
を
く
つ

が
え
す
内
容
を
持
つ
も
の
も
少
な
く
な
い
。

（
２
）

著
者
ら
は
道
三
の
前
半
期
の
医
学
を
研
究
す
る
過
程
で
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
道
三
の
医
書
、
『
診
脈
口
伝
集
」
（
内
閣
文
庫
所
蔵
）

（
３
）

お
よ
び
『
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
）
の
中
に
「
導
道
・
三
喜
別
人
説
」
に
つ
い
て
の
興
味
深
い
記
述
を
見
出
し
た
。

本
報
で
は
こ
の
記
述
を
他
の
諸
文
献
と
比
較
し
な
が
ら
、
本
説
の
妥
当
性
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
導
道
と
三
喜

の
人
物
像
を
明
ら
か
に
し
た
。

一
内
閣
文
庫
所
蔵
「
診
脈
口
伝
集
』
に
お
け
る
導
道
・
三
喜
別
人
説

「
導
道
・
三
喜
別
人
説
」
の
検
討

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
四
巻
第
四
号

平
成
十
年
十
二
月
二
十
日
発
行

遠
藤
次
郎

、

中 平
成
十
年
三
月
五
日
受
付

平
成
十
年
九
月
二
十
一
日
受
理

村

輝
子
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く
な
い
が
、
記
載
の
順
番
、
表
現
な
ど
を
考
盧
す
る
と
、
同
名
の
異
書
と
し
て
扱
う
の
が
妥
当
で
あ
る
。

（
２
）

内
閣
文
庫
所
蔵
『
診
脈
口
伝
集
」
の
末
尾
付
近
に
は
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

①
武
蔵
国
二
導
道
卜
云
人
入
唐
シ
テ
、
丹
渓
ヲ
ツ
タ
エ
テ
帰
朝
シ
テ
、
道
三
是
二
有
一
伝
也
。
道
三
初
ハ
三
喜
之
弟
子
也
。
後
二
導
道
ノ

弟
子
也
。
然
ハ
唐
ョ
リ
嫡
々
相
承
也
。
…
：
②
翠
竹
院
一
渓
道
三
（
「
診
脈
口
伝
集
」
）

導
道
と
三
喜
が
同
一
人
物
か
否
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
古
来
よ
り
多
く
の
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
導
道
と
三
喜
に
最
も
近

い
道
三
の
記
述
が
一
番
信
頼
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
内
閣
文
庫
所
蔵
『
診
脈
口
伝
集
」
か
ら
引
用
し
た
文
の
最
後
（
②
）
に
は
「
翠
竹
院
、

一
渓
道
三
」
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
文
を
記
し
た
の
は
道
三
自
身
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
文
中
（
①
）

で
導
道
と
三
喜
を
別
人
と
し
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
道
三
の
多
く
の
医
書
を
調
べ
て
も
、
①
以
外
に
は
導
道
と
三
喜
の
関
係
に
ふ
れ
た
記
述
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
お
そ
ら
く
道
三
が
書
い
た
と
推
定
さ
れ
る
書
物
、
あ
る
い
は
道
三
に
比
較
的
近
い
書
物
に
見
ら
れ
る
導
道
・
三
喜
別
人
説
を
次
の

『
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
」
（
以
下
、
「
迪
蒙
」
と
略
す
）
は
上
中
下
集
か
ら
な
る
三
巻
本
で
、
中
風
、
傷
寒
な
ど
の
九
五
の
病
に
つ
い
て
総
説
と

治
療
法
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。
本
書
は
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
だ
け
で
、
他
の
図
書
館
な
ど
で
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
本
書
が
あ
ま
り
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
一
因
と
し
て
、
本
書
の
著
者
「
道
喜
」
が
他
に
は
見
出
さ
れ
ず
、
医
史
学
上
、
不
確
定
の

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
に
は
月
湖
ｌ
江
舂
斎
ｌ
道
喜
、
と
い
う
他
に
類
を
み
な
い
系
譜
が
記
さ
れ

て
い
る
。
本
書
は
か
な
り
問
題
を
含
む
医
書
で
あ
り
、
こ
の
系
譜
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
「
導
道
・
三
喜
別
人
説
」

（
４
）

を
検
討
す
る
上
で
は
興
味
あ
る
資
料
で
あ
り
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
本
書
中
の
主
要
な
記
述
を
以
下
に
列
挙
す
る
。

そ
こ
で
、
お
そ
ら
く
道
一

二
～
五
節
で
検
討
し
た
。

二
『
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
」
に
見
ら
れ
る
導
道
・
三
喜
別
人
説
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著
者
ら
は
次
の
理
由
か
ら
、
道
喜
と
道
三
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
推
定
し
た
。

（
４
）

（
ｉ
）
別
槁
で
論
証
す
る
が
、
「
全
九
集
」
と
『
迪
蒙
」
は
同
一
人
に
よ
る
編
集
と
推
定
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
和
訳
の
「
全
九
集
』
を

著
し
た
道
三
と
「
迪
蒙
」
を
著
し
た
道
喜
は
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。

（
Ⅲ
）
道
三
の
活
動
の
前
半
期
に
お
い
て
、
道
三
は
別
の
名
前
で
医
書
を
著
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
初
期
の
「
切
紙
」
（
『
探
蹟
集
』
）

（
戸
ｂ
）
（
７
Ｊ
）

で
は
「
錐
道
」
の
名
を
用
い
て
い
る
。
道
三
の
名
は
、
一
説
に
は
導
道
と
三
喜
の
名
を
一
宇
ず
つ
と
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
道
喜
の
名

下
集
、
外
科
論
）

蒙
」
中
集
、
淋
病
門
）

⑩
集
験
方
二
云
、

③
祖
宗
月
湖
先
生
ハ
入
津
ノ
暇
日
、
諸
家
ノ
秘
文
ヲ
撮
テ
、
全
九
集
要
ヲ
撰
ス
、
尤
モ
当
流
之
霊
方
也
。
④
一
日
、
月
湖
偶
然
ト
シ
テ
園

中
二
於
テ
遊
ブ
。
而
テ
卒
二
雷
声
ヲ
間
ク
、
日
ク
、
此
ノ
雷
疾
有
り
。
：
…
．
（
月
湖
が
童
子
に
変
化
し
た
雷
を
治
療
す
る
。
童
子
は
御
礼
に
何
か

を
授
け
た
い
と
申
し
出
る
が
、
月
湖
は
こ
の
園
中
に
水
の
な
い
こ
と
か
ら
清
水
を
所
望
す
る
。
童
子
は
蛇
身
に
変
化
し
て
泉
を
作
る
）
。
雷
音
ヲ
作
シ
メ

天
二
昇
ル
。
池
辺
二
布
袋
ノ
絵
、
馬
ノ
鞭
ノ
両
物
ア
リ
、
是
し
則
チ
童
子
ノ
宝
礼
也
。
自
然
来
ノ
カ
タ
、
池
水
、
布
袋
、
馬
鞭
之
三
物
一
一
因

テ
三
喜
翁
卜
号
ス
。
⑤
其
ノ
後
ノ
末
孫
、
江
春
斎
ハ
接
武
（
ア
ト
ヲ
ッ
イ
デ
）
、
和
極
集
、
脈
伝
、
禁
好
集
、
能
毒
集
、
灸
歌
等
ヲ
撰
シ
、
後
人

ヲ
啓
迪
ス
。
⑥
余
、
マ
タ
、
近
来
之
害
籍
ヲ
検
編
セ
シ
メ
テ
諸
学
蒙
徒
ヲ
導
ク
故
一
一
号
シ
テ
抜
粋
医
学
迪
蒙
集
卜
曰
フ
。
文
章
ハ
古
賢
之
語

二
随
イ
、
薬
名
ハ
月
湖
之
秘
伝
ヲ
著
ス
。
⑦
柴
胡
、
常
山
ノ
ー
味
ハ
他
家
之
用
薬
卜
当
家
卜
甚
シ
ク
異
ナ
ル
也
。
後
学
ノ
人
、
訂
シ
テ
之
ヲ

（
５
）

用
イ
ル
ハ
幸
ナ
ラ
ン
カ
。
⑧
干
時
天
文
元
暦
仲
冬
初
吉
、
三
喜
末
孫
、
道
喜
序
。
二
迪
蒙
」
序
文
）

⑨
月
湖
先
生
、
久
シ
ク
石
淋
ヲ
患
テ
、
治
法
効
ア
ラ
ズ
。
大
豆
ホ
ド
ノ
石
、
華
中
ョ
リ
ニ
ッ
出
テ
其
後
平
癒
シ
タ
リ
ト
祖
師
ノ
雑
談
也
舎
迪

は
じ
め
に
、

○
道
喜

上
述
の
引
用
文
中
に
見
ら
れ
る
道
喜
、
江
春
斎
、
月
湖
の
各
々
の
人
物
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

夫
レ
医
二
内
外
科
ア
ル
コ
ト
ハ
治
二
内
外
ノ
道
ア
リ
。
…
…
付
薬
ハ
和
国
ノ
諸
流
ヲ
月
湖
先
生
モ
良
法
ト
ス
。
（
『
迪
蒙
』
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「
迪
蒙
」
に
記
さ
れ
た
月
湖
の
特
徴
は
、
中
国
に
留
学
し
て
帰
国
し
た
日
本
人
（
③
、
⑩
）
、
な
ら
び
に
、
道
喜
（
道
三
）
に
直
接
に
口
訣
を

（
８
）

与
え
得
る
人
物
で
あ
る
（
⑨
）
。
こ
の
よ
う
な
月
湖
の
実
像
は
、
通
説
の
よ
う
な
、
中
国
に
留
学
し
て
い
た
と
き
の
導
道
の
師
匠
と
は
考
え
に

「
迪
蒙
」
で
は
、
江
舂
斎
は
「
和
極
集
、
脈
伝
、
禁
好
集
、
能
毒
集
、
灸
歌
等
ヲ
撰
」
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。
「
和
極
集
』
、
『
諸
食
禁

（
１
）

好
集
』
、
『
能
毒
集
』
を
著
し
た
の
は
田
代
三
喜
（
初
代
）
で
あ
り
、
ま
た
、
田
代
三
喜
は
江
春
庵
と
い
う
号
を
持
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

に
お
け
る
「
江
舂
斎
」
は
田
代
三
喜
（
初
代
）
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

人
大
全
良
方
」
、

○
江
春
斎

も
導
道
と
三
喜
の
名
の
一
宇
ず
つ
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
、
道
三
の
別
名
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
Ⅲ
）
「
迪
蒙
』
が
引
用
し
て
い
る
医
書
は
『
医
学
正
伝
」
、
「
玉
機
微
義
」
、
『
医
林
集
要
』
、
『
丹
渓
心
法
」
、
「
恵
済
方
』
、
『
医
方
選
要
」
、
「
婦

人
大
全
良
方
」
、
『
明
医
雑
著
』
な
ど
で
あ
り
、
道
三
の
代
表
作
、
『
啓
迪
集
」
の
典
拠
文
献
と
極
め
て
良
く
一
致
す
る
。

一
方
、
③
の
記
述
か
ら
、
月
湖
が
「
全
九
集
」
関
係
の
医
書
を
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
こ
と
は
、
導
道
が
「
全
九
集
」

を
中
国
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
い
う
通
説
に
重
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
『
迪
蒙
』
に
お
け
る
月
湖
は
導
道
と
同
一
人
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

導
道
と
月
湖
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
文
献
は
少
な
い
が
、
そ
の
一
つ
に
『
切
紙
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
著
者
ら
は
す
で
に
『
切
紙
』

（
６
）

な
ら
び
に
「
探
蹟
集
』
に
み
ら
れ
る
月
湖
に
つ
い
て
検
討
し
、
月
湖
と
導
道
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。
『
迪
蒙
」
に
お
け
る
月

湖
の
扱
わ
れ
方
は
、
著
者
ら
が
『
切
紙
」
で
明
ら
か
に
し
た
の
と
類
似
し
、
両
書
が
同
じ
立
場
に
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
結
果
を
総
合
す
る
と
、
月
湖
は
導
道
、
江
春
斎
は
三
喜
、
道
喜
は
道
三
と
、
そ
れ
ぞ
れ
同
一
人
物
と
理
解
さ
れ
、
本
吉
が
導
道
・

三
喜
別
人
説
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
本
書
に
お
け
る
導
道
（
月
湖
）
が
中
国
よ
り
医
学
を
持
ち
帰
り
、
三
喜
（
江
春
斎
）

と
道
三
（
道
喜
）
が
こ
れ
を
継
承
し
た
と
い
う
医
学
の
系
譜
は
『
診
脈
口
伝
集
」
に
み
ら
れ
る
も
の
と
一
致
し
て
お
り
、
両
書
は
同
じ
立
場
に

了
､

い
、 雲骨

董
,－湖
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あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑪
曽
導
道
入
明
…
…
。
時
有

以
自
号
道
三
。
弓
涙
墨
紙
」
序
）

（
９
）

を
含
ん
で
い
る
。

死
期
に
近
い
病
床
に
あ
っ
た
導
道
が
道
三
に
口
述
し
た
と
さ
れ
る
「
涙
墨
紙
』
に
序
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
序
文
は
寛
文
十
二
年
（
一

六
七
二
年
）
に
記
さ
れ
、
道
三
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
た
以
下
の
文
は
『
診
脈
口
伝
集
』
の
①
の
部
分
を
補
完
す
る
内
容

今
日
に
残
さ
れ
て
い
る
三
喜
や
道
三
に
関
す
る
家
譜
を
調
べ
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
、
導
道
と
三
喜
を
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い

（
皿
）

る
。
例
え
ば
、
「
今
大
路
家
記
抄
」
の
「
当
流
医
学
之
道
統
」
で
は
、
導
道
を
「
明
監
司
」
、
三
喜
を
「
頤
生
軒
」
の
弟
子
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
同
書
に
は
次
の
一
説
も
引
用
さ
れ
て
い
る
。

⑫
一
渓
道
三
就
導
道
学
医
、
一
説
日
、
鎌
倉
建
長
寺
有
僧
、
日
江
春
、
日
三
喜
、
曽
有
明
船
漂
著
金
沢
、
其
船
中
多
医
書
、
江
春
三
喜
取

之
学
医
術
薬
梢
彰
、
道
三
先
就
三
喜
学
医
、
後
受
得
導
道
術
云
弓
今
大
路
家
記
紗
』
）

こ
こ
で
も
、
道
三
は
初
め
に
三
喜
に
学
び
、
次
に
導
道
に
学
ん
だ
、
と
記
さ
れ
、
こ
れ
は
「
診
脈
口
伝
集
」
の
記
述
に
一
致
し
て
い
る
。

（
Ⅱ
）
（
皿
）

「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
も
、
以
下
の
よ
う
に
導
道
と
三
喜
を
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

⑬
正
盛
二
渓
道
三
）
…
…
享
禄
元
年
関
東
に
下
向
し
、
下
野
国
足
利
の
学
校
文
伯
に
し
た
が
ひ
、
群
害
を
ま
な
ぶ
。
四
年
は
じ
め
て
善
道

こ
こ
で
は
、
三
喜
は
導
道
の
高
弟
と
記
し
て
い
る
。

三
『
涙
墨
紙
』
の
序
に
み
ら
れ
る
導
道
・
三
喜
別
人
説

四
諸
家
譜
に
み
ら
れ
る
導
道
・
三
喜
別
人
説

時
有
古
河
三
喜
者
、
乃
導
道
之
高
弟
也
。
曽
同
船
入
明
同
学
。
故
渓
以
二
子
為
師
、
学
成
而
采
二
子
之
名
上
字
、
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⑭
中
古
に
丹
渓
と
い
ふ
名
医
う
ま
れ
て
…
…
医
道
を
ひ
ら
き
た
る
な
り
。
其
筋
を
、
日
本
よ
り
一
人
の
律
師
あ
り
〔
て
〕
（
出
家
な
り
）
渡

唐
し
て
丹
渓
の
流
を
伝
へ
て
帰
る
。
足
利
の
三
帰
、
其
流
を
う
け
て
関
東
に
ぱ
か
り
ひ
ろ
ま
り
て
あ
る
べ
き
を
、
古
、
道
三
一
渓
と
い
ひ
し

人
、
関
東
へ
下
り
、
此
流
を
伝
へ
て
上
洛
し
け
る
が
：
…
。
。
（
沢
庵
『
医
説
」
）

こ
こ
で
も
、
導
道
と
み
ら
れ
る
「
律
師
」
と
三
喜
を
別
人
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
沢
庵
は
三
喜
や
道
三
の
流
派
に
は
所
属
し
て
い
て
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
説
に
は
客
観
性
が
あ
り
、
ま
た
、
道
三
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
生
き
た
人
が
当
時
の
一
般
的
な
説
を
記
し
た
も
の
と
し
て
、

有
意
義
で
あ
る
。（

Ｍ
）

う
に
記
し
て
い
る
。

⑮
導
道
・
諄
一
三

に
つ
い
て
医
を
学
ぶ
。
善
道
諄
は
三
喜
、
範
翁
と
号
す
。
ま
た
、
支
山
人
導
道
の
門
に
入
、
方
言
の
要
害
を
う
か
が
ひ
、
医
術
の
奥
義
を
き

は
め
、
諸
方
の
可
否
用
薬
の
効
能
こ
と
ご
と
く
弁
知
せ
ず
と
い
ふ
事
な
し
。
（
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
）

こ
こ
で
も
、
引
用
文
①
や
⑫
と
同
様
、
初
め
に
三
喜
に
、
続
い
て
導
道
に
つ
い
て
医
術
を
学
ん
だ
と
述
べ
て
い
る
。

て

い沢

る亟庵
0

導
道
と
三
喜
は
同
一
人
物
で
あ
る
、
と
み
な
す
立
場
が
今
日
で
は
一
般
的
で
あ
る
。
本
節
で
は
こ
れ
を
検
証
し
て
み
た
い
。

導
道
・
三
喜
同
一
人
物
説
を
初
め
て
唱
え
た
の
は
黒
川
道
祐
で
あ
り
、
彼
の
著
書
、
『
本
朝
医
考
」
（
寛
文
三
年
、
一
六
六
三
年
）
に
次
の
よ

六
導
道
・
三
喜
同
一
人
物
説

五
沢
庵
著
『
医
説
」
に
み
ら
れ
る
導
道
・
三
喜
別
人
説

（
一
五
七
三
～
一
六
四
五
年
）
は
道
三
の
晩
年
に
重
な
る
時
代
を
生
き
た
人
で
あ
る
。
彼
は
「
医
説
』
の
中
で
次
の
よ
う
な
説
を
記
し

一
詳
三
宣
只

自
号
範
翁
、
又
称
支
山
人
、
寛
正
六
年
四
月
八
日
産
於
武
州
河
越
、
及
中
年
入
子
大
明
、
留
居
十
有
二
年
、
学
東
垣
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丹
渓
之
術
、
携
医
家
之
方
言
帰
干
本
朝
、
…
…
天
文
六
年
二
月
十
九
日
七
十
三
歳
而
卒
（
黒
川
道
祐
『
本
朝
医
考
」
）

こ
こ
で
は
「
導
道
、
諄
（
い
み
な
、
実
名
）
は
三
喜
」
と
し
て
、
導
道
と
三
喜
を
同
一
人
物
と
し
て
い
る
。
「
本
朝
医
考
』
以
後
の
医
書
、
す

な
わ
ち
、
奈
須
恒
徳
「
本
朝
医
談
』
、
弁
河
尚
敬
『
古
今
人
物
考
」
、
浅
田
栗
園
『
皇
国
名
医
伝
」
、
服
部
甫
庵
『
三
喜
備
考
』
な
ど
は
こ
の
説

を
採
用
し
、
導
道
・
三
喜
別
人
説
は
み
ら
れ
な
く
な
り
、
同
一
人
物
説
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
内
容
を
仔
細
に

検
討
し
て
も
、
い
ず
れ
も
導
道
と
三
喜
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
を
納
得
す
る
に
十
分
な
論
拠
を
示
し
て
い
な
い
。

「
迪
蒙
」
の
序
文
で
先
代
田
代
三
喜
と
導
道
（
月
湖
）
が
同
一
人
物
で
あ
る
と
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
④
）
。
前
節
の
「
導
道
・
三
喜
同

一
人
物
説
」
と
の
対
比
か
ら
、
こ
の
説
を
検
討
し
た
。

（
略
）
（
略
）

医
史
学
の
分
野
で
は
三
喜
が
何
人
も
存
在
し
た
と
提
唱
す
る
人
は
少
な
い
が
、
国
史
学
の
分
野
で
は
三
喜
複
数
説
は
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
国
史
学
の
分
野
で
対
象
と
す
る
三
喜
は
古
河
公
方
に
医
師
と
し
て
仕
え
た
田
代
家
の
人
々
で
あ
る
。
こ
の
医
家
の
系
譜
の
人
々

の
多
く
は
三
喜
斎
を
名
乗
っ
た
。
初
代
の
三
喜
斎
は
、
そ
の
活
躍
年
代
か
ら
判
断
し
て
、
医
史
学
で
一
般
に
い
わ
れ
て
い
る
田
代
三
喜
（
三
帰
。

『
和
極
集
」
な
ど
を
著
し
た
人
物
）
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
初
代
三
喜
斎
以
前
に
三
喜
が
存
在
す
る
と
い
う
『
迪
蒙
」
の
説
は
医

史
学
の
分
野
に
も
国
史
学
の
分
野
に
も
な
く
、
そ
の
点
で
は
疑
問
の
多
い
説
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
が
後
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
道

（
４
）

三
自
身
の
説
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
説
の
意
図
は
別
報
で
考
察
す
る
こ
と
に
し
、
こ
こ
で
は
本
説

④
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
導
道
（
月
湖
）
が
三
喜
を
名
乗
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
ま
さ
し
く
、
こ
れ
は
道
三
が
「
導
道
・
三
喜
同
一

人
物
説
」
を
記
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
三
喜
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
田
代
三
喜
で
は
な
く
、
三
喜
の

先
代
に
当
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
記
述
が
紛
ら
わ
し
く
、
混
乱
を
招
き
や
す
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
後
代
の
「
導
道
・
三
喜
同
一
人

を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

七
「
辿
蒙
』
に
み
ら
れ
る
先
代
三
喜
・
導
道
同
一
人
物
説
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導
道
と
三
喜
を
別
人
と
し
て
扱
う
と
、
こ
れ
ま
で
の
同
一
人
物
説
で
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
諸
問
題
を
容
易
に
解
決
で
き
る
。
そ
の
最
も

顕
著
な
例
が
三
喜
の
没
年
で
あ
る
。
通
説
で
は
三
喜
の
没
年
は
天
文
六
年
（
一
五
三
七
年
）
、
あ
る
い
は
天
文
十
三
年
二
五
四
四
年
）
と
さ
れ

（
ｌ
）

て
い
る
。
前
者
は
『
道
三
家
譜
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
（
⑯
）
、
後
者
は
古
河
の
永
仙
院
過
去
帳
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
⑰
）
。

⑯
「
老
師
導
道
先
生
者
…
…
天
文
六
年
（
一
五
三
七
年
）
二
月
十
九
日
行
年
七
十
三
歳
而
逝
去
」
弓
道
三
家
譜
」
）

⑰
「
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
年
）
甲
辰
四
月
十
五
日
三
喜
一
宗
居
士
」
（
永
仙
院
過
去
帳
）

こ
れ
ら
を
導
道
・
三
喜
別
人
説
で
考
え
る
な
ら
ば
、
⑯
の
記
述
か
ら
天
文
六
年
は
導
道
の
没
し
た
年
、
⑰
の
記
述
か
ら
天
文
十
三
年
は
三

喜
の
没
し
た
年
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
年
代
を
基
に
、
道
三
が
導
道
や
三
喜
と
交
流
を
も
っ
た
期
間
を
明
確
に
し
て
お
き
た
い
。
後
節
で
詳
し
く
述
べ
る
が
、
道
三
が
導

（
ｒ
）
（
昭
）

道
に
初
め
て
会
っ
た
の
は
享
禄
四
年
（
一
五
三
一
年
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
天
文
六
年
（
一
五
三
七
年
）
に
導
道
が
他
界
し
て
い
る
の
で
、
導
道

と
道
三
は
七
年
と
い
う
短
い
師
弟
関
係
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
三
喜
が
天
文
十
三
年
に
他
界
し
た
後
、
道
三
は
師
を
弔
い
、
翌
年
、

（
１
）

天
文
十
四
年
に
関
東
か
ら
京
都
に
帰
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
道
三
が
導
道
に
出
会
う
以
前
か
ら
、
道
三
と
三
喜
は
交
流
を
も
っ
て
い
た
の

で
、
三
喜
と
道
三
の
師
弟
関
係
は
少
な
く
み
て
も
十
四
年
間
以
上
は
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

物
説
」
は
、
あ
る
い
は
、
『
迪
蒙
」
に
お
け
る
道
三
の
こ
の
記
述
に
由
来
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

導
道
が
道
三
に
奥
義
を
伝
授
し
た
こ
と
が
い
く
つ
か
の
資
料
に
散
見
さ
れ
る
。

⑱
導
道
和
尚
、
大
衆
ノ
御
弟
子
多
有
卜
云
へ
ド
モ
、
御
遷
化
之
時
分
、
道
三
計
リ
シ
テ
十
箇
条
口
伝
此
巻
物
ヲ
御
相
伝
有
シ
コ
ト
…
…
（
『
涙

九
導
道
な
ら
び
に
三
喜
か
ら
道
三
へ
の
奥
義
の
伝
授

八
導
道
と
三
喜
の
没
年
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「
導
道
あ
る
い
は
三
喜
が
中
国
（
明
）
に
渡
り
、
留
学
す
る
こ
と
十
二
年
。
李
朱
医
学
を
学
ん
で
帰
国
し
た
」
と
の
出
来
事
は
日
本
の
後
世

派
の
医
学
を
方
向
づ
け
た
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
渡
明
十
二
年
に
つ
い
て
、
導
道
・
三
喜
別
人
説
の
立
場
か
ら
再
考
し
た
い
。

（
Ⅳ
）
（
鋤
）

ま
ず
、
導
道
が
明
に
十
二
年
間
留
学
し
て
い
た
こ
と
は
諸
資
料
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
大
き
な
問
題
は
認
め
ら
れ
な
い
。
一
方
、

三
喜
に
つ
い
て
は
資
料
に
よ
っ
て
見
解
が
相
違
し
て
い
る
。
前
出
の
「
涙
墨
紙
」
の
序
（
⑪
）
で
は
、
三
喜
が
導
道
と
共
に
明
に
渡
っ
た
と
述

べ
て
い
る
が
、
『
迪
蒙
』
（
③
、
⑤
）
、
『
今
大
路
家
記
紗
」
（
⑫
）
、
「
医
説
」
（
⑭
）
で
は
、
三
喜
が
明
に
渡
っ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ

の
説
が
正
し
い
か
の
確
証
は
な
い
が
、
著
者
ら
は
次
の
理
由
に
よ
り
、
三
喜
は
明
に
渡
っ
て
い
な
い
と
推
定
し
て
い
る
。

（
ｉ
）
国
史
学
の
分
野
に
お
い
て
古
河
公
方
に
仕
え
た
三
喜
（
斎
）
に
関
す
る
諸
資
料
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
、
三
喜
の

（
２
）

⑲
武
蔵
国
二
導
道
卜
云
人
入
唐
シ
テ
丹
渓
ヲ
ツ
タ
ヘ
テ
帰
朝
シ
テ
、
道
三
是
二
有
一
伝
也
二
診
脈
口
伝
集
」
）

（
Ⅳ
）

⑳
（
道
三
）
三
十
才
、
天
文
第
五
年
二
月
二
十
六
日
、
自
老
師
範
翁
的
受
当
流
医
道
之
奥
儀
、
即
是
唯
授
一
人
之
六
通
也
舎
当
流
医
学
之
源
委
』
）

こ
れ
ら
は
共
通
し
て
、
導
道
が
道
三
に
だ
け
奥
義
を
伝
授
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
奥
義
の
伝
授
は
流
派
の
継
承
を
意
味
す
る
の
で
、

導
道
・
三
喜
別
人
説
か
ら
す
る
と
、
い
さ
さ
か
複
雑
な
様
相
が
想
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
道
三
が
導
道
に
弟
子
入
り
す
る
以
前
か
ら
、
導

道
の
も
と
に
は
高
弟
と
し
て
三
喜
が
い
た
。
こ
の
三
喜
を
差
し
置
い
て
、
導
道
が
道
三
に
だ
け
奥
義
を
伝
授
し
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
に
は
多
く
の
資
料
を
用
い
て
論
証
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
報
で
は
こ
れ
を
略
す
が
、
道
三
は
導
道

（
卿
）

と
三
喜
の
両
名
か
ら
奥
義
を
継
承
し
た
と
自
ら
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
継
承
の
道
筋
は
導
道

か
ら
三
喜
、
三
喜
か
ら
道
三
で
は
な
く
、
導
道
と
三
喜
の
両
名
か
ら
道
三
へ
で
あ
っ
た
と
み
な
す
の
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
改

め
て
論
考
し
た
い
。

（
９
）

墨
紙
」
）

十

渡
明
十
二
年

(41）489



（
型
）

医
学
的
な
側
面
も
強
い
⑤

（
Ⅲ
）
三
喜
の
医
書
中
に
は
、
中
国
の
産

医
学
を
学
ん
だ
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

渡
明
に
つ
い
て
の
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
“
Ⅱ
）
三
喜
の
医
学
を
検
討
す
る
と
、
彼
の
医
学
は
李
朱
医
学
一
辺
倒
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
三
喜
は
日
本
の
民
間
薬
を

（
虹
）

し
ば
し
ば
使
用
す
る
な
ど
、
彼
の
治
療
に
は
土
着
的
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
ま
た
、
彼
の
著
作
『
酬
医
頓
得
』
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
仏
教

（
．
Ⅳ
）
道
三
の
医
書
中
に
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
導
道
の
名
だ
け
が
登
場
す
る
。
自
分
が
継
承
し
た
医
学
（
当
流
）
は
師
が
中
国
で
直
接

に
学
ん
で
き
た
医
学
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
道
三
の
医
書
中
に
三
喜
の
名
が
あ
ま
り
登

場
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
三
喜
が
渡
明
し
て
い
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。

導
道
と
三
喜
が
活
躍
し
た
地
域
に
つ
い
て
、
導
道
・
三
喜
別
人
説
の
立
場
か
ら
再
検
討
し
て
み
た
い
。

『
診
脈
口
伝
集
』
（
①
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
資
料
に
、
導
道
が
武
蔵
の
国
の
人
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
導
道
は
武
州
の
越
生
に
生
ま
れ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
彼
が
活
躍
し
た
地
域
は
越
生
と
は
限
ら
な
い
こ
と
が
次
の
資
料
か
ら
窺
え
る
。

（
、
）

⑪
一
渓
翁
詣
柳
津
虚
空
蔵
祈
医
術
、
帰
路
過
古
河
、
遇
導
道
伝
其
道
（
「
今
大
路
家
記
紗
』
）

こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
「
今
大
路
家
記
紗
」
で
は
、
道
三
が
は
じ
め
て
導
道
に
会
っ
た
場
所
は
古
河
付
近
の
地
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
古

河
は
下
総
国
に
属
し
、
武
蔵
国
で
は
な
い
が
、
武
蔵
国
、
下
野
国
、
上
野
国
に
近
接
し
て
い
る
（
図
一
）
。

（
１
）

導
道
が
活
躍
し
た
地
域
を
考
え
る
に
際
し
、
次
に
示
す
「
啓
迪
集
」
の
策
彦
周
良
の
題
辞
が
注
目
さ
れ
る
。

⑳
奇
な
る
哉
、
髪
に
当
塗
の
間
人
有
り
。
世
々
京
華
の
人
な
り
。
諄
は
道
三
、
字
は
一
渓
、
：
…
直
ち
に
野
州
足
利
に
入
っ
て
、
五
典
三

十
一
導
道
が
活
躍
し
た
地
域

中
国
の
医
書
か
ら
の
直
接
の
引
用
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
三
喜
が
導
道
を
介
し
て
中
国
の
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餌
一一Ｆ

〆』

へ〃
１
１

下妻

、
ｊ
４
１
１
ｌ
ｋ
１
ｒ
１
、
ｌ
、

へ

図｜道三の足利学校時代の足利、柳生、古河、沼森

墳
及
び
丁
林
日
（
暦
）
の
書
を
渉
猟
す
。
維
時
武
州
に
、
導
道
練
師

と
い
う
者
有
り
、
中
年
に
国
信
使
に
従
っ
て
南
遊
し
、
閾
国
諸
医

の
門
を
遍
歴
し
て
、
其
の
尤
を
択
び
、
其
瞳
を
探
っ
て
帰
る
。
公

ゆ
き
て
以
て
之
を
師
と
し
、
学
習
精
を
研
き
、
思
い
を
草
く
し
て

其
の
穂
奥
を
究
む
。
野
武
二
州
の
間
に
雨
往
風
還
し
て
、
前
後
十

有
八
の
葛
襄
を
更
え
て
洛
に
旗
り
、
徐
侠
医
療
験
し
有
り
て
、
瀕

九
の
病
を
活
す
。
（
「
啓
迪
集
」
策
彦
周
良
題
辞
）

こ
こ
で
は
、
下
野
国
の
足
利
に
居
住
し
て
い
た
道
三
が
、
武
州

の
導
道
に
教
え
を
受
け
る
た
め
、
足
利
と
武
州
の
地
と
の
間
を
何

回
と
な
く
往
復
し
た
と
記
し
て
い
る
。

⑪
お
よ
び
⑫
、
な
ら
び
に
土
地
柄
を
考
慮
し
て
、
著
者
ら
は
、

導
道
は
下
総
国
古
河
に
程
近
い
武
州
の
地
に
本
拠
地
を
置
い
て
い

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
し
て
い
る
。
足
利
と
古
河
の
間
に
は

主
要
な
街
道
が
当
時
か
ら
通
じ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
道
三
が

足
利
と
古
河
付
近
の
そ
の
地
を
し
ば
し
ば
往
復
し
た
で
あ
ろ
う
こ

と
は
想
像
に
難
く
な
い
・

服
部
甫
庵
の
「
三
喜
備
考
』
で
は
、
導
道
の
居
住
地
は
武
州
の

川
越
で
は
な
い
か
と
考
察
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
何
度
も

往
復
す
る
に
は
足
利
と
川
越
は
遠
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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一
方
、
『
今
大
路
家
譜
」
の
記
事
は
道
三
が
導
道
に
会
っ
た
地
を
特
定
し
て
い
る
。

（
粥
）

⑳
享
禄
四
年
辛
卯
十
一
月
到
柳
津
之
間
、
適
謁
医
師
導
道
（
「
今
大
路
家
譜
」
）

こ
こ
で
は
、
道
三
が
「
柳
津
」
と
い
う
場
所
で
導
道
に
会
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
柳
津
と
い
う
地
名
を
古
河
付
近
に
見

出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
件
に
関
し
て
、
古
河
市
在
住
の
川
島
恂
二
先
生
が
興
味
深
い
見
解
を
提
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
古
河
の

西
北
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
の
と
こ
ろ
に
北
川
辺
村
柳
生
と
い
う
場
所
が
あ
り
、
当
時
そ
こ
に
は
「
合
の
川
」
が
流
れ
て
お
り
、
こ
の
柳
生
の

（
別
）

津
（
わ
た
し
）
が
「
柳
津
」
で
あ
ろ
う
、
と
し
て
い
る
。
著
者
ら
も
い
く
つ
か
の
理
由
か
ら
、
こ
の
説
を
採
り
た
い
。

そ
の
一
つ
は
、
こ
の
地
は
足
利
と
古
河
を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
あ
り
、
道
一
二
が
足
利
か
ら
し
ば
し
ば
通
っ
た
と
す
る
に
は
、
条
件
が
適
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
、
ま
た
第
二
に
は
、
柳
生
は
古
河
に
は
近
い
も
の
の
武
蔵
国
で
あ
り
（
図
一
）
、
先
に
推
定
し
た
導
道
の
本
拠
地
付
近
の
条
件

（
弱
）

柳
津
の
件
に
関
し
て
、
福
島
県
会
津
の
柳
津
で
は
な
い
か
、
と
い
う
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
⑳
に
「
柳
津
の
間
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
柳
津
」
は
正
式
な
名
称
と
い
う
よ
り
は
「
柳
生
の
津
」
の
意
味
で
あ
り
、
「
柳
津
の
間
」
は
「
柳
生
の
船
着
き
場
と

船
着
き
場
の
間
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
柳
生
周
辺
に
は
河
川
や
沼
が
多
く
、
多
く
の
渡
し
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

⑳
と
⑳
の
記
述
は
、
道
三
が
導
道
に
初
め
て
出
会
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
は
相
違
点
も
あ
る
。

両
者
を
補
完
し
な
が
ら
読
み
合
わ
せ
る
と
、
次
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
「
道
三
は
足
利
か
ら
古
河
へ
向
か
う
途
中
、
柳
津
で
虚
空
蔵
菩
薩
に
医

術
修
得
の
祈
願
を
し
た
。
古
河
か
ら
の
帰
路
、
同
じ
柳
津
で
導
道
に
巡
り
合
っ
た
」
。
こ
の
記
事
の
い
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
導
道
と
の
出

会
い
が
虚
空
蔵
菩
薩
の
お
引
き
合
わ
せ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
事
は
道
三
と
導
道
の
出
会

い
を
権
威
づ
け
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
恐
ら
く
は
、
道
三
は
「
古
河
の
三
喜
」
に
会
う
た

め
に
古
河
に
出
向
き
、
三
喜
に
勧
め
ら
れ
て
、
帰
路
、
導
道
に
会
っ
た
、
と
す
る
の
が
無
理
の
な
い
解
釈
で
あ
ろ
う
。

と
が
あ
げ
ら
れ
、

を
備
え
て
い
る
。
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公
方
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
｛

変
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。

三
喜
が
活
躍
し
た
地
域
に
関
し
て
、
従
来
の
医
史
学
の
分
野
で
の
結
論
と
国
史
学
の
分
野
で
の
結
論
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。

ま
ず
、
医
史
学
の
分
野
で
の
資
料
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
郡
）
（
”
）

三
喜
の
代
表
的
な
著
作
と
さ
れ
る
『
和
極
集
」
に
「
往
国
関
東
下
野
足
利
三
帰
廻
翁
」
と
あ
り
、
『
能
毒
集
』
に
「
足
利
之
住
僧
三
帰
廻
翁
」

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
帰
が
足
利
に
居
住
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
医
吉
で
は
あ

る
が
、
『
愚
按
療
治
本
』
（
富
士
川
文
庫
）
に
「
古
河
三
喜
撰
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
足
利
の
三
帰
」
と
「
古
河
の
三
喜
」
を
別
人
と
す
る
意
見

（
別
）

も
あ
る
が
、
以
下
の
理
由
に
よ
り
、
両
者
は
同
一
人
物
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
ｉ
）
古
河
の
三
喜
と
記
さ
れ
た
「
愚
按
療
治
本
」
と
足
利
の
三
帰
と
記
さ
れ
た
『
和
極
集
」
お
よ
び
「
能
毒
集
』
に
は
、
特
徴
的
な
「
作

字
」
が
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
同
一
作
者
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

（
》
Ⅱ
）
『
当
流
大
成
捷
径
度
印
可
集
」
（
宮
内
庁
書
陵
部
）
の
最
後
に
、
弓
関
東
下
野
足
利
意
足
軒
三
帰
廻
翁
、
後
一
一
三
喜
改
之
」
と
あ
り
、
三

帰
と
三
喜
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
Ⅲ
）
「
足
利
の
三
帰
」
に
よ
る
『
能
毒
集
」
は
後
に
道
三
に
伝
授
さ
れ
た
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
『
薬
性
能
毒
」
で
は
、
「
此
能
毒
ハ
…
…

（
酩
）

道
三
ノ
作
也
。
然
ト
モ
水
上
ハ
江
春
ノ
家
三
喜
ョ
リ
相
伝
之
所
也
。
関
東
ニ
テ
モ
公
方
之
医
師
也
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
よ
り
、
「
足

利
の
三
帰
」
と
古
河
公
方
の
医
師
で
あ
る
「
古
河
の
三
喜
」
が
同
一
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
１
）

な
お
、
医
史
学
上
の
通
説
で
は
、
三
喜
は
越
生
、
古
河
、
足
利
な
ど
の
地
を
転
々
と
移
り
住
ん
だ
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

（
妬
）
（
略
）

こ
の
説
は
国
史
学
の
研
究
成
果
か
ら
は
否
定
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
喜
は
古
河
公
方
の
医
師
と
い
う
重
要
な
任
務
を
担
い
、
ま
た
、
古
河

公
方
か
ら
与
え
ら
れ
た
一
定
の
地
所
を
保
有
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
治
療
の
目
的
で
出
張
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
居
住
地
を
転
々
と

十
二
三
喜
が
活
躍
し
た
地
域
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医
史
学
の
資
料
か
ら
推
定
さ
れ
る
足
利
に
居
住
し
た
三
帰
が
正
し
い
か
、
あ
る
い
は
、
国
史
学
の
研
究
か
ら
推
定
さ
れ
る
沼
森
に
居
住
し

た
三
喜
斎
が
正
し
い
の
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
国
史
学
で
は
当
事
者
の
手
紙
な
ど
の
資
料
を
用
い
て
実
証
的
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、

そ
の
信
瀝
性
は
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
鋤
）

そ
れ
で
は
、
医
史
学
上
の
「
足
利
の
三
帰
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
医
史
学
上
の
「
足
利
の
三
帰
」
は
『
十
巻
言
」

に
由
来
し
、
こ
の
書
の
編
集
は
道
三
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「
足
利
の
三
帰
」
説
は
道
三
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
可

（
鋤
）

能
性
が
高
い
。
そ
の
論
拠
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
「
十
巻
書
」
の
一
つ
、
『
大
成
捷
径
度
印
可
集
』

は
大
永
五
年
（
一
五
二
五
年
）
に
著
さ
れ
、
著
者
名
を
「
足
利
三
帰
」
と
し
、
ま
た
、
こ
の
中
で
「
足
利
の
三
帰
、
後
に
三
喜
に
改
む
」
と
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
年
に
は
、
沼
森
に
居
住
す
る
三
喜
は
す
で
に
名
声
を
得
て
活
躍
中
で
あ
っ
た
こ
と
が
国
史
学
の
分
野
で
の
資
料
で
明

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
ュ

報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
こ
で
、
国
史
学
の
分
野
で
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
三
喜
の
活
躍
し
た
地
域
を
検
討
し
た
い
。
国
史
学
の
分
野
で
の
研
究
の
対
象
は

古
河
公
方
の
医
師
と
し
て
の
三
喜
斎
で
あ
る
。
当
時
、
彼
は
「
足
利
の
三
帰
」
で
は
な
く
、
「
古
河
の
三
喜
」
と
し
て
名
を
馳
せ
て
い
た
。
そ

⑳
「
兼
載
は
坂
東
道
五
十
里
計
隔
て
、
下
総
国
古
河
と
い
ふ
所
に
、
所
労
の
こ
と
有
り
て
、
江
春
庵
（
三
喜
）
と
て
関
東
の
名
医
、
そ
の
か

た
に
て
療
治
あ
り
」
（
連
歌
師
宗
長
『
東
路
の
津
登
（
永
正
六
年
、
一
五
○
九
年
の
条
）
」
）

さ
ら
に
国
史
学
の
分
野
で
は
、
次
に
示
す
よ
う
に
、
三
喜
斎
の
居
住
地
は
下
総
国
沼
森
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

⑮
三
喜
斎
、
居
沼
森
村
［
永
正
十
一
年
二
五
一
四
年
）
円
福
寺
記
録
］

⑳
「
こ
う
し
ゅ
ん
（
江
春
）
庵
、
い
ま
か
り
（
沼
森
）
と
申
所
御
出
候
」
［
「
坂
東
道
者
日
記
」
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
年
）
］

沼
森
と
古
河
は
下
妻
街
道
で
ほ
ぼ
直
線
的
に
結
ば
れ
て
お
り
、
三
喜
斎
は
そ
の
間
を
往
復
し
な
が
ら
古
河
公
方
に
医
療
奉
仕
を
し
て
い
た

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
三
喜
斎
の
次
の
世
代
も
沼
森
に
居
住
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
三
喜
斎
の
家
系
が
足
利
に
移
住
し
た
史
実
は

の
一
例
を
示
す
。
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ら
か
で
あ
り
（
⑮
、
⑳
）
、
足
利
の
三
帰
が
後
に
三
喜
に
改
め
た
と
い
う
記
述
は
妥
当
性
に
乏
し
い
・
道
三
が
継
承
し
た
当
流
の
師
匠
、
「
三
帰
」

の
居
住
地
は
沼
森
な
ど
と
い
う
田
舎
で
は
な
く
、
当
時
の
学
問
の
中
心
地
、
足
利
で
あ
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
創
作
が
行
わ

れ
た
と
思
わ
れ
る
。

謝
辞

曲
直
瀬
道
三
、
田
代
三
喜
に
関
す
る
諸
文
献
を
ご
教
示
頂
い
た
北
里
研
究
所
・
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
先
生
、
茨
城
大
学
の
真
柳
誠

先
生
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
新
村
拓
先
生
、
京
都
大
学
の
松
田
清
先
生
、
川
島
眼
科
医
院
の
川
島
恂
二
先
生
、
元
塩
野
義
製
薬
株
式
会
社
の
桜
井

謙
介
先
生
に
深
謝
し
ま
す
。
ま
た
、
諸
文
献
の
閲
覧
の
御
許
可
を
頂
い
た
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
、
京
都
大
学
医
学
部
図
書
館
に
深
謝
し
ま

す
。（

６
）
『
探
蹟
集
』
の
最
後
の
識
語
に
「
右
二
十
巻
者
雌
道
奥
儀
之
切
紙
也
」
と
あ
る
。
一
切
紙
」
に
関
す
る
検
討
は
、
遠
藤
、
中
村
「
曲
直
瀬
道
三

著
『
切
紙
』
の
再
検
討
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
五
巻
九
号
、
一
○
～
二
二
頁
、
東
亜
医
学
協
会
、
東
京
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）
参
照
。

（
７
）
道
三
は
自
ら
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
時
代
に
よ
っ
て
異
な
っ
た
解
説
を
す
る
。
導
道
と
三
喜
の
名
の
一
宇
づ
っ
を
採
っ
た
、
と
い
う
説
は
恐

ら
く
は
原
義
で
は
な
い
。
道
三
の
名
の
由
来
に
つ
い
て
は
本
誌
「
曲
直
瀬
道
三
の
前
半
期
の
医
学
二
）
」
（
投
稿
中
）
参
照
。

（
８
）
⑨
の
「
祖
師
」
は
③
の
「
祖
宗
月
湖
先
生
」
と
の
対
比
か
ら
月
湖
を
指
す
と
推
定
さ
れ
る
。

文
献
お
よ
び
注

（
１
）
矢
数
道
明
『
近
世
漢
方
医
学
史
」
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
二
（
昭
和
五
十
七
年
）

（
２
）
内
閣
文
庫
所
蔵
（
一
九
五
’
六
○
）
『
診
脈
口
伝
集
」

（
３
）
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
所
蔵
（
イ
・
”
）
「
月
湖
抜
粋
医
学
迪
蒙
』

（
４
）
本
書
に
つ
い
て
の
詳
細
な
検
討
は
、
「
月
湖
編
纂
「
全
九
集
」
の
諸
問
題
」
『
漢
方
の
臨
床
」
四
五
巻
二
号
、
三
六
～
四
七
頁
、
東
亜
医
学

協
会
、
東
京
、
一
九
九
八
（
平
成
十
年
）
参
照
。

協
会
、
東
京
、
一

（
５
）
序
文
の
み
漢
文
体

謝
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（
９
）
服
部
甫
庵
『
三
喜
備
考
』
（
京
都
大
学
富
士
川
文
庫
）
所
引
の
「
涙
墨
紙
」

（
川
）
「
今
大
路
家
記
紗
」
『
中
外
医
事
新
報
」
二
三
一
～
二
四
二
号
、
三
八
○
頁
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
年
）

（
Ⅱ
）
京
都
府
医
師
会
編
『
京
都
の
医
学
史
」
二
三
一
～
二
四
六
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）

（
吃
）
前
掲
文
献
（
Ⅱ
）
の
引
用
す
る
「
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
で
は
⑬
の
如
く
で
あ
る
が
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
」
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十

年
）
で
は
「
善
道
に
つ
い
て
医
を
学
ぶ
、
善
道
諄
は
三
喜
、
範
翁
と
号
す
。
ま
た
」
の
箇
所
を
欠
く
。
前
者
の
原
記
載
は
未
見
。

（
過
）
沢
庵
『
医
説
」
、
三
枝
博
音
編
『
日
本
哲
学
全
集
・
七
」
一
六
○
頁
、
第
一
書
房
、
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
年
）

（
皿
）
黒
川
道
祐
「
本
朝
医
考
」
、
「
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
四
○
』
二
七
頁
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）

（
略
）
佐
藤
博
信
『
古
河
公
方
足
利
氏
の
研
究
」
四
一
五
～
四
三
七
頁
、
校
倉
書
房
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
一
年
）

（
略
）
大
圖
口
承
「
田
代
江
春
庵
と
医
聖
三
喜
斎
（
上
）
」
「
埼
玉
史
談
」
四
二
巻
二
号
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）
、
「
田
代
江
春
庵
と
医
聖
三
喜
斎
（
中
）
」

『
埼
玉
史
談
』
四
二
巻
四
号
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）
、
「
田
代
江
春
庵
と
医
聖
三
喜
斎
（
下
）
」
『
埼
玉
史
談
』
四
三
巻
一
号
、
一
九
九
六
（
平

へへへへへ
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（
犯
）

成
八
年
）

『
当
流
医
学
之
源
委
」
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
乾
五
四
四
五

『
迪
蒙
」
の
序
に
あ
る
天
文
元
年
（
一
五
三
二
年
）
は
、
道
三
が
は
じ
め
て
導
道
に
会
っ
た
年
（
享
録
四
年
）
の
翌
年
に
当
る
。

「
涙
墨
紙
』
の
中
に
は
導
道
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
三
喜
か
ら
伝
授
さ
れ
た
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

道
三
「
合
薬
直
伝
集
」
延
令
丹
の
項
に
「
当
流
奥
伝
之
秘
法
、
導
道
在
唐
之
時
：
。
…
」
と
あ
る
。

桜
井
謙
介
「
三
喜
と
道
三
」
、
山
田
慶
児
・
栗
山
茂
久
編
「
歴
史
の
中
の
病
と
医
学
」
一
四
七
～
一
六
八
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九

原
昌
克
『
三
喜
直
指
篇
」
所
引

川
島
恂
二
「
医
聖
田
代
三
喜
の
子
孫
」
『
古
河
市
医
師
会
報
」
二
八
号
、
七
～
一
三
頁
、
一
九
九
六
（
平
成
八
年
）

矢
数
道
明
「
漢
方
治
療
百
話
」
第
六
集
、
五
二
二
～
五
三
二
頁
、
医
道
の
日
本
社
、
横
須
賀
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）

桜
井
謙
介
「
三

七
（
平
成
九
年
）

遠
藤
、
中
村
、

一
九
九
八
（
平

八中
へ村
平、

箪梁
年コー
ー〆ア1く奈

倉
「
『
酬
医
頓
得
』
に
見
ら
れ
る
田
代
三
喜
の
医
説
（
一
こ
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
四
四
巻
一
号
、
七
三
～
九
○
頁
、
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大
塚
敬
節
・
矢
数
道
明
編
集
『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
、
一
、
田
代
三
喜
」
、
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）

「
能
毒
集
」
杏
雨
書
屋
所
蔵
、
前
掲
文
献
（
妬
）
の
「
薬
之
部
」
に
同
じ
。

宗
田
一
「
曲
直
瀬
道
三
の
「
薬
性
能
毒
』
に
つ
い
て
」
『
和
漢
薬
」
五
○
○
号
、
一
五
○
頁
、
一
九
九
五
（
平
成
七
年
）

『
三
喜
廻
翁
医
書
」
〔
前
掲
文
献
（
妬
）
に
同
じ
〕
は
「
三
喜
十
巻
害
」
（
「
十
巻
書
」
）
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
三
喜
十
巻
害
』
が
道
三
に
よ
り
編
集
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
別
報
で
報
告
し
た
い
。

（
東
京
理
科
大
学
薬
学
部
）
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い
つ
『

AStudyoftheviewthatDodo(導道)andSanki(三喜）
WereDifferentPersons

JiroENDOandTerukoNAKAMURA

DosanManase(1507-1595)wasthenotedpioneeroftheGoseihaschoolinSino-Japanesetraditional

medicine.Hewastheheirtothemedicalthoughtofhisteacher,popularlyheldtobeSankiTashiro,

aliasDodo、Accordingtothisperception,SankiandDodowerethesameperson.However,wefound

thefollowinginterestingaccountsinDosan's"Shinmyakukudenshu(I診脈口伝集｣)":Hehadtwo

teachers,DodoandSankiTashiro.Thatistosay,DodoandSankiwerenotthesamepersons.

ThroughextensiveinvestigationofotherliteratureonDodoandSanki,thetimeperiodoftheiractivity,

theirgeographicalbasc,andtheirmedicalthoughtwereascertained.DodowasbasedinYanaizu

(Yagyu),Musashiprovince,anddiedinl537.Hislnedicalthoughtwasfoundedon;&Yzz/i""yi(玉機

微義)''byLizfC""〃（劉純)．Ontheotherhand,SankiwasbasedinKoga,Shimofusaprovince,anddied

inl544.HismedicalthoughtshowedamarkedtendencytowardsBuddhisticandindigenousmedicine.

TheseresultsareworthyofnotebecausetheydemonstrateevenmoreclearlythatDosanhastwo

teachers,DodoandSankiTashiro,thusdisprovingthegenerallyestablishedopillionthatDodoandSanki

werethesameperson.

（
＠
ぬ
）


